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   Hemolytic activities of crude extracts from 10 seaweed  ( 2 green algae, 2 brown algae and 6 red algae ) were evaluated by the 
absorbance at 541nm on the spectrophotometric analysis.  The activities of Eisenia bicyclis and  Undaria pinnatifida showed 
without density-dependent. Quantitative Analysis of Polysaccharides in algae by phenol-sulfuric acid reaction ware carried out 
and revealed the inhibition of hemolysis activity ware increased by the quantity of Polysaccharides although not proportional.
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乳鉢に移し、生理食塩水を 2 ml 加えて、もとの藻
片の形状が完全に無くなるまで粉砕した。次いで、
生理食塩水 2.5 ml を加えて撹拌し、最終濃度を葉
片 0.1 g に対し生理食塩水 1.5 ml (0.3g / 4.5 ml) に
調整した。この藻片懸濁液を綿栓濾過し、粗抽出
	 	 	 　						表 1.	海藻が含有する多糖類	
	 海藻	 細胞壁骨格多糖		 　　　細胞間粘質多糖		 　　　　　						貯蔵多糖
	 緑藻	 セルロースⅠ		 				キシロアラビノガラクタン硫酸	 						アミロース
	 	 セルロースⅡ	 				グルクロノキシロナムラナン硫酸	 						アミロペクチン
	 	 β -1,3- キシラン	 				グルクロノキシロラムノガラクタン硫酸	
	 	 β -1,4- マンナン	 	 	
	 褐藻		 セルロースⅡ	 　　　　アルギン酸	 　　　　　					ラミナラン
	 	 へミセルロース	 　　　　フコイダン	 	 	
	 紅藻		 セルロースⅡ	 　　　　アガロース	 　　　　　					紅藻デンプン
	 	 へミセルロース	 　　　　カラギナン	
	 	 β -1,3- マンナン	 　　　　ポルフィラン	
	 	 β -1,4- キシラン	 	
　　　　　　　　  * 山田信夫：海藻利用の科学：成山堂書店．2000	 	 	
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物溶液 ( 非希釈試料、以下 ‘1/1’ と表記 ) とした。
評価対象海藻 1 種について、4 倍希釈法により順
次希釈し、4 段階の試料濃度を調製し、評価試料
とした。すなわち、試験管 3 本にそれぞれ生理食
塩水 600μl を分注後、第一の試験管に非希釈試料 
(1/1) 200μl を加え攪拌機で撹拌し、濃度を 1/4 と
した溶液を得た。次いで、第二の試験管に第一試





　ヒツジ無菌脱繊維素全血（血球数およそ 320 x 






そ 500 x 104/μlとなり、これまでと同様の赤血球
となり溶血作用を比較することができる。
③ 吸光度による溶血活性の測定
　藻類 1 種につき、遠心管 6 本に生理食塩水
3640μl を分注し、それぞれに赤血球母液 160μl を
加えた。これに、3 段階の濃度の評価試料（1/1、
























約 6 ～ 1 g の乾燥試料が得られた。次いで、ミル
ミキサーにより粉砕し粗末粉末とした。次いで、
	 　	 　	 　	 表２．試料藻類種とその採取地・採取日	 　	
 No.       和名                   学名                                  採取地                          採取日 
 10 アラメ  Eisenia bicyclis       神奈川県横須賀市天神島　1999 年 12 月 15 日 
 118 ワカメ  Undaria pinnatifida       茨城県ひたちなか市平磯 2000 年			4 月 23 日 
 85 ツルモ  Chorda filum       新潟県柏崎市鯨波　 2000 年			8 月		8 日 
 49 ヒラクサ  Ptilophora irregularis       静岡下田市田牛　 2000 年			4 月		5 日 
 139 マクサ  Gelidium elegans       神奈川県横須賀市天神島　1999 年 12 月 15 日 
 13 スギノリ  Chondracanthus tenellus   神奈川県横須賀市天神島　1999 年 12 月 15 日 
 58 コメノリ  Carpopeltis prolifera       千葉県館山市坂田　 2000 年			6 月		4 日 
 138 オオバツノマタ Chondrus giganteus       神奈川県横須賀市天神島　1999 年 12 月 15 日 
 92 ヒラアオノリ Enteromorpha compressa 神奈川県横浜市野島　 2000 年			2 月 23 日 
 97 ヘライワズタ Caulerpa brachypus        千葉県館山市坂田　 2001 年			5 月 25 日 
       ※各海藻種に付した数字 (No.) は、本学化学教室に保存中のサンプル整理番号に対応する。
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を試験管にとり、5% フェノール 1.0ml と特級濃硫















16.3%(1/4)、11.6%(1/16)、0.2%(1/64) の 各 濃 度 に 対
する溶血活性値を示した。同様に、ワカメ (118) は、
49.1%(1/1)、13.6%(1/4)、20.9%(1/16)、0.3%(1/64) の各
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  表 3．藻類の溶血活性値 * と可溶性の糖質量 **
                                          測定波長 (541nm)          水溶性糖量　(%)
	 藻類種名  評価試料  1/1  1/4 1/16 1/64  
	 褐藻類 10　　		アラメ  53.6 16.3  11.6  0.2  4.53
  118　　ワカメ  49.1  13.6 20.9  0.3   2.94
	 紅藻類 85          ツルモ  85.3   35.3 28.3 3.2   0.66
  49          ヒラクサ  87.1  49.1 22.6 3.1   1.25
  139        マクサ  75.1  40.5  12.6 1.0   0.91  
  13          スギノリ  92.6  56.2  12.1  2.5  0.59
  58          コメノリ  73.6  32.6    9.2 1.2   0.51
  138        オオバツノマタ 49.1  29.8    6.0 0.5   1.03
	 緑藻類 92          ヒラアオノリ 43.2  29.3   7.5  0.1  0.11
  97          ヘライワズタ 59.5  21.7    1.3 0.0  0.47
  * 蒸留水による溶血量を 100% として、試料の溶血量を % で表した。
 ** グルコースに換算した糖質量を示す。
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